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麻生　良典
あそう　　 よしのり

64 歳　現 ②

有吉　富生
ありよし　　 とみお

67 歳　現 ③

岩尾　茂樹
いわお　　　しげき

65 歳　新 ①

大津留 敏加
おおつる　　としか

70 歳　現 ③
小川　克巳
おがわ　　　かつみ

67 歳　現 ⑥

岐部　俊哉
きべ　　　 としや

59 歳　新 ①
佐藤　明郎
さとう　　 あきろう

58 歳　現 ③

佐藤　博美
さとう　　  ひろみ

66 歳　現 ⑤
菅原　美好
すがわら　　 みよし

66 歳　現 ⑥
土井 眞一郎
どい　　しんいちろう

68 歳　現 ③

野上 香代子
のがみ　　　かよこ

58 歳　新 ①
増田　裕子
ますだ　　  ゆうこ

58 歳　現 ②

　任期満了に伴う九重町議会議員一般選挙の投
開票が２月３日に行われ、12人の新議員が選
出されました。翌２月４日、当選証書附与式が
九重町役場で行われ、選挙管理委員会委員長か
ら当選証書が手渡されました。
　任期は2019年２月16日から2023年２月15
日までの４年間です。なお、２月18日の臨時
議会で新たな体制が決まります。

年４回（３月・６月・９月・12月）開催され
る定例議会や、必要に応じて開催される臨時議
会はどなたでも傍聴することができます。
※議会日程は決まり次第、無線・データ放送、
九重町ホームページにてお知らせします。

当日有権者数
8,178 人

投票者総数
6,154 人

投票率
75.25 %

【投票結果】

投票総数
6,154 票 6,080 票 74 票

有効投票数 無効投票数
【開票結果】

※前回選挙（平成27年２月８日）の投票率75.37％

掲載は任期・期別の順。氏名、年齢（２月４日時点）、
現職・新人、囲み数字は当選回数。敬称略。九重町議会議員の紹介

しい町議会議員12人が
選ばれました。

新

議会は傍聴できます

当選証書附与式当選証書附与式
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町からのお知らせ

今月の表紙

町からのお知らせ

１月11日にここのえ緑陽中学校
の「第５回百人一首大会」が開催
されました。昨年は雪等で中止と
なったため、１年生と２年生は初
めての大会となりました。先生が
歌を詠み上げると大会がスタート
し、生徒たちは身を乗り出して、
詠み上げられた歌の下の句の札を
懸命に探していました。

●3月は自殺対策強化月間です　[P10]
●腎臓を大切に～世界腎臓デー～　[P10]
●奥野住宅入居者募集　[P11]
●コミュニティ助成事業活用事例　[P11]
●九重 “夢” 大吊橋の投句コーナー　[P12]
●高額介護サービス費申請手続き　[P12]
●後期高齢者医療広域連合お知らせ　[P13]
●国民年金広場　[P13]
●シリーズ「障がい福祉」　[P14]
●寿大学新入生募集　[P15]
●県内一周大分合同駅伝競走大会　［P15］
●民間賃貸住宅家賃助成申請受付　［P15］
●ブライダルアドバイザー募集　［P15］
●まちの担い手応援事業「報告レポート」　[P16]

九重キャンペーンレディ

大募集大募集！！！！
●募集人数　１人（任期２年）
●応募資格　・18歳以上の未婚女性の方
　　　　　　・町の行事や観光宣伝などに参加可能な方
　　　　　　・健康で明るく、町づくりのイメージにあっ

た方
●応募方法　所定の応募用紙を提出してください。（応募

用紙は九重町ホームページからダウンロード
または商工観光・自然環境課窓口に設置）

●審査方法　書類審査及び面接
●審査発表　本人通知、新聞発表
●応募期限　３月29日（金）
●そのほか　・他薦は必ず本人に事前承諾を得てください
　　　　　　・キャンペーンレディには副賞として国内旅

行（２泊３日分）等、多数賞品を贈呈

応募・お問い合わせ　商工観光・自然環境課　☎76-3150
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　介護サービスにかかる費用は、公費負担（国や大分県、九重町）と 40 歳以上の皆さんに納めてい
ただいた保険料、自己負担額（各サービス費用の 1割から 3割）を財源に運営しています。
　皆さんから納めていただいた介護保険料が、どのように使われたかをお知らせします。

介護保険制度は、より実情にあった制度にするため、３年ごとに制度を見直しています。
●平成30年度から、第１号被保険者の負担割合が23％、第２号被保険者の負担割合が27％と
なっています。
●平成30年８月から現役並みの所得のある方は、介護サービスの利用者負担が３割負担にな
りました。

　介護保険制度は介護が必要な状態にある高
齢者とその家族を社会全体で支えるための保
険制度です。
　介護保険料の納付は40歳から始まり、
サービスを受けられるのは基本的には65歳
になってからとなっています。
　財源割合（利用者負担を除く）は、右の円
グラフのとおりです。
　介護サービスを利用した場合、利用者負担
として１割から３割負担しますが、残りの７
割から９割はこの財源によってまかなわれて
います。

ここが変わりました！

介護保険制度のしくみ

保険料　50％ 公費　50％

65 歳以上（第 1号被
保険者）の保険料 国

大分県

九重町

23%

27%

25%

12.5%

12.5%

九重町の介護保険事業 の九重町の介護保険事業 の
“今”と“これから”を“今”と“これから”を

40 歳～ 64歳（第 2号
被保険者）の保険料
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　平成12年度の制度発足から18年経過し、現在65歳以上の方（第１号被保険者）が増えています
が、それ以上に介護サービスを利用される方が増えています。
　これに伴い、介護サービスの利用に対し給付される費用も増えてきています。

介護保険制度をめぐる状況の推移

　平成29年度の歳出総額は、13億7198万円でした。昨年度に比べ
て２億6620万円減額となっています。主な要因は、要介護認定者
（認定率）が少なかったことです。
　歳出の主な内訳としては、施設サービス費が５億7167万円で、
在宅サービス費が５億4629万円となっており、大半を占めています。
　なお、九重町の特徴としては、県内の他の市町村に比べ、施設サービス費の割合が最も多くなっ
ています。

平成 29年度 九重町介護保険事業の決算報告

決算の概要

平成29年度決算は次ページ（6ページ）

▼

15 億円

10億円

5億円

0

●第 1号被保険者数の推移

●保険給付費（※総給付費）の推移

［平成 12年度］ ［平成 29年度］

［平成 12年度］ ［平成 29年度］

約 1.1 倍

約 1.3 倍

サービス利用者
　454人（12.6％）

サービス利用者
　600人（15.1％）

第１号被保険者
3,608人

第１号被保険者
3,983人

※総給付費：介護保険で給付される費用のうち、在宅サービスや施設サービスなどの介護保険制度の基本的サービスに
　　　　　　対し給付されるもの

約 6億 9200万円
約 12億 5400万円

約 1.
8 倍

18年間で、第1
号被保険者数と
サービス利用者
数のいずれも増
えてきています
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　６年後の2025年には団塊の世代の方が75歳以上となり、４人に１人が75歳以上という超高齢社会
が訪れます。
　介護保険にかかる費用の急増が懸念されるなか、持続していける介護保険制度にするために、３年
に１度、「介護保険法」に基づき、「介護保険事業計画及び高齢者福祉計画」
を策定します。
　そして、高齢者が住み慣れた地域で自立した生活を継続できるよう、
地域包括ケアシステムの構築を進め、いつまでも元気に暮らすことがで
きるように介護予防事業（いきいき夢サロン事業、短期集中リハビリ教
室等）を行っていきます。

介護保険制度のこれから

平成29年度の歳入歳出

国庫支出金

県支出金

一般会計繰入金

第 2号被保険者保険料

第 1号被保険者保険料

諸収入

3億 9071万円

2億  120 万円

1億 7019万円

3億 6086万円

2億 5793万円

6943万円

●歳入（14億 5032万円）

施設サービス費

在宅サービス費

地域支援事業

居宅サービス計画費

その他

特定入居者介護サービス費用（6242万円）

高額介護サービス費用など（2000万円）　　 　　12ページに申請方法

返納金・積立金など（4332万円）

5億 7167万円

5億 4629万円

7456万円

5372万円

特別養護老人ホーム（1億 9587万円）
介護老人保健施設（3億 6375万円）など

訪問サービス（1億 3459万円）
通所サービス（2億 2380万円）など

介護予防推進などに要する費用

居宅サービス計画（ケアプラン）の作成費用

●歳出（13億 7198万円）

▼

●お問い合わせ　健康福祉課　☎７６－３８２１

４%［歳入の割合］

国庫支出金

諸収入

第 1号被保険
者の保険料

九重町一般会計繰入金
〔町民の方からの税金など〕

県支出金第 2号被保険
者の保険料

27%18%

25%
12.5%

13.5%
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　11月21日に東京で開催された日本PTA全国
協議会の創立70周年記念式典において東飯田
小学校育宝会が表彰され、報告に訪れました。
　東飯田小学校育宝会の研修部が、今まで中心
的課題として取り組んできた「人権教育」を柱
に、公開授業や人権コンサート等を行った実践
と連携が評価されての表彰となりました。

（左から）濱田教育長、小路真一さん、飯田千代美さん、
　　　　 本松悦子さん

キラリと輝く活動で全国に20
12

　11月の講道館杯柔道女子78キロ級で優勝さ
れた梅木真美さんが、報告に訪れました。
　講道館杯は、今年８月に東京で開催される世
界柔道選手権大会の第１次選考会であり、梅木
さんは４年ぶり２度目の優勝となりました。
　時松副町長は「世界選手権、東京オリンピッ
クに向け、日々の練習を怪我のないよう頑張っ
てください」と激励の言葉を送られました。

（左から）時松副町長、梅木真美さん

世界選手権・東京五輪に向けて7
1

　第67回大分県高学文化連盟美術・書道・写
真中央展で入賞された、玖珠美山高校美術部
（ここのえ緑陽中卒業）が報告に訪れました。

（左から）小西紗恵子さん、池部晴香さん、濱田教育長、
戸髙のこさん（生徒 3人はいずれも玖珠美山高校 2年）

想いとアイデアを作品にして7
1

　七福神に扮した町内小中学生による「豊後七
福神巡行」が九重町役場を訪れました。
　毎年の恒例となっている豊後七福神巡行です
が、30周年を迎えた今年も１月２日から玖珠
郡内の家や商店に福を届けていました。
　この日は日野町長が恵比寿様から鯛を釣り上
げる等して、災害がなく活気にあふれる今年１
年となるよう福をいただきました。

町長が町を代表して、七福神より福をいただきました

町に“福”を運ぶ豊後七福神7
1

最優秀賞 ・「The KIMONO」  池部　晴香さん
　　　　   着物の柄として名所や絵画を描いた作品
優 秀 賞 ・「We are Born」 小西紗恵子さん
　　　　   ピンポン玉からいろんな生命体が誕生
　　　　 ・「祈り（INORI）」 戸髙　のこさん
  　　　　 東日本大震災へ鎮魂の意味を込めた油絵

まちの話題



8広報ここのえ　2019.２月号

まちの話題

　九重町消防団特別点検が粟野河原運動公園で
行われ、団員261名が参加しました。
　式では、消防団活動への永年勤続や功労に対
する表彰状・感謝状が贈呈されました。また、
小隊訓練（第６分団）や操法訓練（ポンプ車操
法：第12分団27部、小型ポンプ操法：第１分
団２部）等の日頃の訓練成果が披露されまし
た。

放水点検では、玖珠川に向け一斉放水が行われました

まちの無火災・無災害を願って8
1

　ここのえ緑陽中学校で、全校生徒による第５
回百人一首大会が行われました。初めて百人一
首をする生徒も多く戸惑う姿もありましたが、
クラス対抗戦に大会は盛り上がっていました。
　大会後はPTA母親部会の手作りぜんざいの
やさしい甘さと温かさに笑顔が見られました。

1 枚とるたびに喜んだり拍手が起こったりしていました

百人一首で古文に親しみを11
1

　東飯田地区の宝八幡宮にいる白イノシシが、
注目され人気を集めています。
　2019年の干支がイノシシということもあ
り、今年に入ってから県内外から多くの方が見
物と参拝に訪れています。この日は平日でした
が、駐車場には県外ナンバーの車が多くあり、
訪れた人は「テレビで白イノシシを知って見に
来ました」と話されていました。

宝八幡宮の境内にいる５匹の白イノシシ

今年の“主役”が大人気です25
1

　別府ビーコンプラザで「第１回農地の利用集
積・最適化推進大会」が開催され、九重町農業
委員会会長の小田詰志さんが、永年職務に精励
し、地域農業の振興につくされた功績が著しい
委員として永年勤続表彰されました。
　また、九重町農業委員会が農業者年金加入推
進特別対策優秀委員会として表彰され、それぞ
れ賞状と記念品が贈られました。

永年勤続表彰される小田詰志会長

かけがえのない農地を守る25
1

中学生から授業が始まる古文に親しん
でもらおうと開催されています

ここのえ緑陽中
百人一首大会
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　１月26日、27日の２日間、八鹿酒造で第７
回極寒蔵開きが開催されました。
　会場では、新酒の詰め作業見学や新酒の販
売、あまざけのふるまい等が行われました。１
日目は雪の降る中でしたが、酒蔵特製粕汁やお
でん等を食べて温まりながら、新酒を喜びたの
しむ来場者の姿が見られました。

きき酒コーナーでは参加者が 8つの酒の味と香りを楽しみ
ながら、きき酒クイズに参加していました

1月29日の野上小学校での出前教室。甲斐委員（写真左側）
が写真等を使って、わかりやすく説明しました

しぼりたての新酒をたのしむ26
1

　行政相談出前教室が野上小学校、東飯田小学
校、淮園小学校の６年生を対象に１月29日か
ら31日の３日間、開催されました。
　出前教室では、行政相談委員の甲斐素純さん
と大分行政監視行政相談センターが、行政相談
委員の役割等について説明やクイズをしまし
た。

まちを良くするきっかけに29
1

いろんな自分たちの鬼を退治（みつばこども園）

怖い鬼をみんなで協力して退治（飯田こども園）

みんなで鬼はそと！福はうち！ 　みつばこども園と飯田こども園で、2月3日
の節分を前に豆まきが行われました。
　みつばこども園では、“泣き虫”や“嘘つき”
“片付けない”などの鬼が登場し、こどもたちは
それぞれに自分の鬼を退治しました。
　また、飯田こども園では３匹の鬼が登場し、
こどもたちは泣いたり逃げたりしながらも、
「鬼はそと！福はうち！」と大きな声で豆をまい
て鬼を退治しました。

12

「まちの話題」タイトルの鬼は、みつばこども園、飯田
こども園のこどもたちが作った鬼のお面です

飯田こども園では、
飯田地区の有志
3人の方が手作りの衣装で鬼を演じました
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3 月 14日は “世界腎臓デー” ～腎臓病の早期発見と治療～
●お問い合わせ　保健福祉センター　☎７６－３８３８

　腎臓がまったく機能しなくなると、人工透析か腎臓移植をしなければ、生命を保つことができな
くなります。透析治療はあくまで腎臓の機能を補う治療であり、腎臓を治す治療ではないため、一
度始めると生涯続けなければなりません。
　そうなる前に、一刻も早く治療を始めること、治療をやめないことが重要です。

あなたと、あなたの周りの大切な命を守るために
●お問い合わせ　保健福祉センター　☎７６－３８３８

　３月は自殺対策強化月間です。こころの病気は誰にでもおこります。こころと体のちょっとした
不調や違和感は、もしかしたら “こころの病気” のサインかもしれません。
　「おかしいな」「つらいな」と感じたり、日常生活に支障が出たりする場合は、ひとりで悩まず
相談してみましょう。

●あなたは、こんなことしていませんか？

●心身の不調、感じていませんか？

●専門機関に相談してみましょう

●あなたの周りに、悩んでいる人はいませんか？

高血糖と診断され
たが放置している

糖尿病の治療を
中断している

高血糖を放置していると、腎臓の血管に
障害が起き、腎臓の機能が低下していきます。
腎臓は、一度悪くなったら元に戻らない臓器です！

大分いのちの電話 ☎097-536-4343

こころの電話 ☎097-542-0878

年中無休、24時間　（「自殺予防いのちの電話」は
毎月10日の午前8時～翌日午前8時　☎0120-783-556）
平日の午前９時～正午、午後１時～午後４時

西部保健所 ☎0973-23-3133

保健福祉センター ☎76-3838

随時、保健師が相談に応じます。医師による相談日
もありますのでお問い合わせください。
随時、保健師が相談に応じます。

電話番号 相談日時等相談機関

こ
こ
ろ
の
状
態

□憂うつな気分が続く
□不安で落ち着かない
□ものごとに集中できない
□理由もなくイライラする
□何もやる気が起こらない
　　　　　　　　　　　等

体
の
状
態

□食欲がない
□頭痛・めまい・肩こり等
　に悩む
□下痢や便秘が続く
□よく眠れない
□胸がどきどきする　 　等

行
動
に
つ
い
て

□人に会いたくない
□遅刻・早退・欠勤が増えた
□運動や外出がおっくうだ
□飲酒量が増えた
□身なりにかまわなくなった
　　　　　　　　　　　　等

家族や仲間の変化に気づいて、
声をかける

▼気づき

早めに専門家に相談するよう促す▼つなぎ

あたたかく寄り添いながら、
じっくりと見守る

▼見守り

本人の気持ちを尊重し、耳を傾ける▼傾　聴
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奥野住宅の入居者を募集します
●お問い合わせ　建設課　☎７６－３８１１

コミュニティ活動を整備・充実させてみませんか？
●お問い合わせ　企画調整課　☎７６－３８０７

注　意　点
インターネットは個人で加入。住宅地周辺に田畑や施設等が存在するため、天候等の状況により臭
いや音、虫等が発生することが考えられます。周辺の状況を承諾の上、お申込みください。

申込みについて
●申込みが多数の場合、抽選により入居を決定します。
●入居者資格（年齢等条件あり）、住宅使用料等の詳細については、九重町HPを
ご覧いただくか、お問い合わせください。
●申込書は建設課に用意しています。九重町HPからもダウンロードできます。

　コミュニティ助成事業は、財団法人自治総合センターが宝くじの社会貢献広報事業として行って
いるものです。住民が主体的に行うコミュニティ活動の促進を図り、地域の連帯感に基づく自治意
識を盛り上げることを目指し、コミュニティ活動に直接必要な備品の
整備に対して補助をします。
　皆さんの地域でもコミュニティ活動を充実させるために、活用して
みませんか？
　コミュニティ助成事業は、毎年10月頃に次年度の募集が行われま
すが、随時ご相談をお受けしています。

募集期間：２月 18日（月）～２月 28日（木）午後 5時

住　　　所　九重町大字右田 2022 番地の 1
募 集 戸 数　１戸（１階） 若者単身者向け 1DK
　　　　　　※入居日に 40歳以下である単身の入居者
住宅使用料　基本住宅使用料　52,000 円／月
　　　　　　※一定の条件を満たす場合、住宅使用料が
　　　　　　　12,000 円／月、減額されます。
　　　　　　※その他、駐車場代・敷金・共益費が必要。
入居予定日　平成 31年 4月 1日（月）

▲九重町HP

奥野住宅

　飯田西部地区が事業を活用し、備
品整備を行いました。
　主に盆踊りやどんど焼きで使用す
る音響機材やテント等の備品を購入
しました。
　備品整備にかかる住民の負担軽減
と、地域コミュニティ活動の活性化
につながりました。

平成30年度活用事例

地域の活動で備品を活用しました▲
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九重 “夢” 大吊橋より生まれる俳句たち
●お問い合わせ　九重“夢”大吊橋施設　☎７３－３８００

介護保険 高額介護サービス費の申請手続きはお済みですか？
●お問い合わせ　健康福祉課　☎７６－３８２１

　九重“夢”大吊橋が平成18年10月にオープンし、
昨年11月で入場者は1,100万人を突破しました。
　そんな九重“夢”大吊橋の施設内に、投句コーナー
があることをご存じでしょうか？
　ぜひご覧いただき、また皆さんも吊り橋を渡った
時の感動を投句してみませんか。

≪高原句会（飯田地区）甲斐加代子さんより≫
　九重町の大自然とダイナミックな大吊橋を一人でも多
くの方に喜んでいただき、その時の記憶を17音に残す
ことで忘れることのできない思い出になればと、３年前
に高原句会が前任者から活動を引継ぎました。
　四季ごとの句を編集しプリント、そして投句いただい
た方々へ送り届ける作業や、選者の方のご協力をいただ
き優秀賞受賞者には礼状等をお送りしています。ぜひ俳
句をお寄せください。

お寄せいただいた俳句をご紹介

中村エリアの入場ゲート近くにあります

 「秋風にゆられゆられて天空へ」
 「ホーホケキョ渡る大橋夢心地」
 「万緑の空へ吊橋大跨ぎ」

　介護サービス利用料（費用の１割～３割負担）が、1ヵ月の上限額（別表）を超えた場合は、申
請により超えた分が「高額介護サービス費」として後から支給されます。

●高額介護サービス費の申請手続き
　①健康福祉課に申請をします。なお、2回目以降の申請は不要です。

　②毎月、審査・決定を行い、高額介護サービス費の対象になった月は、指定口座へ振込みます。

現役並み所得者に相当する方がいる世帯（※1）の方
世帯のどなたかが町民税を課税されている方

世帯の全員が町民税を課税されていない方

44,400円（世帯）
44,400円（世帯）

24,600円（世帯）
15,000円（個人）

24,600円（世帯）

生活保護を受給している方等 15,000円（個人）

世帯のすべての65歳以上の方（サービスを利用してい
ない方も含む）の利用者の負担割合が1割の世帯

前年の合計所得金額と公的年金収入額の合計が年間80
万円以下の方等

44,400円（世帯）
年間上限額　446,400円
※平成29年8月から3年間の措置

対象となる方 利用者負担の上限額

※1　同じ世帯に65歳以上で課税所得145万円以上の方がおり、同じ世帯の65歳以上の方の収入の合計が520万円以上
　　（単身383万円以上）である場合
その他　利用料には、福祉用具購入費、住宅改修費、食費、居住費（滞在費）、日常生活費等や利用限度額を超えた
　　　　サービス費は含まれません。同じ世帯に複数の介護サービス利用者がいる場合は、合算額で計算されます。

申請者（被保険者本人または家族）の印鑑、被保険者本人の通帳、被保険者本人の個人番号
（マイナンバー）、申請者の本人確認ができるもの（運転免許証など顔写真入りのもの、ま
たは健康保険証など２点以上）、被保険者本人の介護保険被保険者証

申請に必要なもの

（別表）
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後期高齢者医療広域連合からのお知らせ
●お問い合わせ　住民課　☎７６－３８０２
　　　　　　　　大分県後期高齢者医療広域連合　☎097-534-1771

　後期高齢者医療制度に加入されている方
を対象に、糖尿病等の生活習慣病の早期発
見、早期治療のため、健康診査を実施して
います。
　すでに生活習慣病等の治療を定期的にさ
れている方や、今年度特定健診またはそれ
に相当する健診を受診された方は、必ずし
も受診する必要はありません。

●受診券の有効期限
　　平成31年３月31日（日）

●健診受診時に持参するもの
　・健康診査受診券
　・後期高齢者医療被保険者証

　高額介護合算医療費とは、毎年８月から翌年
７月までの１年間に支払った医療保険と介護保
険の自己負担額の合計額が基準額を超えた場合
に、その超えた額が支給される制度です。
　大分県後期高齢者医療制度の被保険者で支給
が見込まれる方に、平成31年３月にお知らせ
と支給申請書を送付します。
　支給申請書に必要事項を記入し、住民課（役
場１階）で申請手続きをしてください。

●申請に必要なもの

国民年金保険料学生納付特例制度をご存じですか？
国民年金広場

●お問い合わせ　住民課　☎７６－３８０２
　　　　　　　　日田年金事務所　☎0973-22-6174

●と　き　２月 27日（水）午前 10時～午後 3時
●ところ　九重町役場 1階 102 会議室
※予約が必要ですので、日田年金事務所までご連絡ください

２ 月 の
年金相談

　国民年金は、20歳以上であれば学生も加入しなければなりませんが、学生の方は国民年金保険
料の納付が猶予される「学生納付特例制度」があります。
　対象となる方は、学校教育法に規定する大学（大学院）、短期大学、高等学校、高等専門学校、
専修学校及び各種学校（修業年限１年以上である課程）に在学する学生等で、ご本人の前年所得が
下記の計算式で計算した金額以下であることが条件です。

　平成31年度も引き続き在学予定の方へ、3月末に基礎年金番号等が印字されたハガキ形式の学生納付特例
申請書を送付します。
　同一の学校に在学されている方は、このハガキに必要事項を記入して返送いただくことにより、平成31
年度の申請ができます。（この場合、在学証明書または学生証の写しの添付は不要）
　なお、平成31年度は学生納付特例制度を利用せず、保険料の納付をご希望の場合は、納付書を作成して
送付します。お手数をおかけしますが、お近くの年金事務所までお問い合わせください。

●現在、特例制度を利用されている方へ

健康診査は受けられましたか？ 高額介護合算医療費の申請手続き

所得のめやす　118万円 ＋（扶養親族などの数 × 38万円 ）

　支給申請書、お知らせの文書、印鑑、通帳等
（口座情報が確認できるもの）、後期高齢者医療
被保険者証、介護保険被保険者証、マイナンバー
通知カード等（マイナンバーを確認できるも
の）、申請者（代理人含む）の本人確認ができる
もの（運転免許証等）
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障がいのある人に関わるマークについて

　街頭や施設などで見かける、障がいのある人に関わる主なマークには次のようなものがありま
す。理解・協力して豊かな共生社会を作りましょう。

障がいのある人が利用できる建物や施設であることをわかりやすく表
すための世界共通のシンボルマークです。
駐車場などでこのマークを見かけたら、
障がいのある人への配慮について協力し
ましょう。

●お問い合わせ　健康福祉課　☎７６－３８２１

シリーズ
『障がい福祉』

46

●障害者のための国際シンボルマーク

肢体不自由であることを理由に運転免許に条件を付されている人の車
に表示するマークです。

◎マーク表示については、努力義務となっています。
◎危険防止のためやむを得ない場合を除き、このマークを
　つけた車に幅寄せや割り込みを行った運転者は、
　道路交通法で罰せられます。

●身体障害者標識（身体障害者マーク）

聴覚障がいであることを理由に運転免許に条件を付されている人の車
に表示するマークです。

◎マークの表示については、義務となっています。
◎危険防止のためやむを得ない場合を除き、このマークをつけた車に
幅寄せや割り込みを行った運転者は、道路交通法で罰せられます。

●聴覚障害者標識（視覚障害者マーク）

※このマークは「すべての障がい者を対象」とした
ものです。特に車いすを利用する障がい者を限定
し、使用されるものではありません。

世界盲人連合で制定された盲人のための世界
共通のマークです。
視覚障がいのある人の安全やバリアフリーに
考慮された建物、設備、機器などにつけられ
ています。このマークを見かけた場合には視
覚障がいのある人の利用への配慮について協
力しましょう。

●盲人のための国際シンボルマーク

み

んなが暮らしやすい
まち

へ

一
人
ひと
りの
マナーと思いやり

で



広報ここのえ　2019.２月号15

　九重町では、新たに賃貸住宅（空き家含む）
で暮らし始めた方へ、家賃助成を行っていま
す。今年度後期の申請を受け付けますので、希
望される方は申請をしてください。

●対象期間
　平成30年10月～平成31年３月分
●申請期間
　３月１日（金）～３月29日（金）
●申請要件
　詳細について、企画調整課にお問い合わせい
ただくか、広報別冊号（ｐ９）または九重町
ホームページをご覧ください。

民間賃貸住宅家賃補助の申請受付
●お問い合わせ
　　企画調整課　☎76-3807

　九重町では、皆さまの出会いを応援する、九
重町ブライダルアドバイザーが活動しています。
　今年度は、「姉妹都市佐世保市へのバスツ
アー」や「居酒屋での相席イベント」等々、出
会いのイベントを企画しました。気持ちがあれ
ば、年齢や経験は一切問いません。
　九重町の幸せを増やすため、ドキドキわくわ
くするような企画を一緒にしませんか？

●募集定員　若干名
●活動内容　結婚活動のお手伝い
　　　　　　 

●任　　期　2年（2019年4月～2021年3月）
●応募締切　3月8日（金）まで

求む‼ 九重町の恋のキューピット
●お問い合わせ
　　企画調整課　☎76-3807

　九重町では、高齢者の学習の場として、毎
月、寿大学を開講しています。
　友人や近所の方も誘って、皆さんと一緒に楽
しく学びませんか？お待ちしています。

●対　　象　町内在住の満65歳以上の方
●申込方法　中央公民館（九重文化センター）

または各地区公民館に設置してい
ます申込書を提出してください。

●申込期限　４月５日（金）まで

九重寿大学、新入生募集！
●お問い合わせ
　　中央公民館　☎76-3888

　２月18日～22日までの５日間、県内各市町
村を経由して駆け抜ける「第61回県内一周大
分合同駅伝競走大会」が行われます。
　九重町は第３日目に通過しますので、みなさ
んの熱いご声援をよろしくお願いします。

第3日目
　●通過日時
　　２月20日（水）午後１時30分～
　　［豊後中村駅をスタート］

　●町内の経由コース
　　豊後中村駅 → 奥野 → 見留 → 恵良駅前
　→ 書曲 → くすまちメルサンホール（玖珠町）

皆さんの熱いご声援をお願いします
●お問い合わせ
　　社会教育課　☎76-3823

※申請書類に不備があった場合、申請を受付できない場
合があります。確認にはお時間をいただきますので、
期間に余裕を持って申請をお願いします。

※アドバイザー会議・イベント・研修等ありま
　すが、活動に制限はありません

九重寿大学の１日をご紹介

午前　全体講義
午後　希望の部会に参加
　　〔郷土史、園芸、盆栽、美術、保健体育、
　　　俳句、カラオケ、パソコンなど〕
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まちの担い手応援事業とは？
幅広い視野と優秀な技術及び能力を身につけ、まちの担い手として主体的にまちづくりに関わる（関わりた
い）人に対して補助する制度です。詳細は社会教育課までお問い合わせください。

●期　間　平成30年７月９日～７月11日
●場　所　東京都内
●参加者　くじゅうネイチャーガイドクラブ
　・報告者　　　　　　　　代表　増田　啓次

　今回の環境省の人材育成事業は、昨年１月に行わ
れた満喫プロジェクトにかかわる人材育成事業の第
２弾として、インバウンド対応を軸に行われました。
　参加の目安は、前回の研修会に参加しているこ
と、中学生程度の英語力があることが求められてい
ました。英語での活動はそれほど多くありませんで
したが、改めて国際化に対応する能力を求められて
いることを痛感しました。

研修内容は、大きく4つに分かれていました。

①世界に誇れる日本の国立公園の特徴・日本の
自然・歴史・文化の価値を知る、認識する
②外国人向けのガイドの実践からの実例紹介と
課題
③インバウンド対応でのリスクマネジメント
④インバウンドの動向、現在のトレンド。政府
のインバウンド戦略

　それぞれ、第一線で活躍されている方々からの講
義があり、前回同様内容が盛りだくさんで、理解・
消化するのに非常に苦労するボリュームでした。
　その中でも、外国人を相手にしての実際の野外体
験では、インバウンド対応の基本姿勢を改めて考え
させられました。そして、「日本人」としてある程
度生活をしてきている場合の基礎知識が全くないと

いった状況を想像しながらのインタープリテーショ
ン（※）を行うことの重要性を感じました。
　例えば、松、亀、鶴といった単語が連なれば、か
なりの日本人は何かしら「おめでたい」といった
ニュアンスを感じるかと思います。しかし外国人の
方には、なぜ「おめでたい・縁起がいい」のか、と
いったことを説明しなければ松、亀などのある庭園
を説明しても本当の意味は理解されにくいといった
ことでした。
　また、講義の中でインバウンド対応の旅行プラン
を作成するワークショップもありました。私たち
は、阿蘇・熊本から来られた方々と「阿蘇くじゅう
国立公園」を縦断したプランを作成し、世界最大級
のカルデラと野焼・草原の風景、そして今なお活動
する火山、湿原と地域に根差した食事を組み込んだ
１泊２日の商品としました。
　各グループでプランを発表し、ファシリテーター
からの意見・アドバイスをもらいながら改善し、実
際の商品化に向けて可能性が見えてきました。直接
的には、インバウンド対応の商品を数多く作り売り
出している旅行会社の方が、その商品を一緒に売り
出しましょうといったオファーまで出てくるような
こともあり、より実践的な研修となりました。
　九重町にインバウンドに限らず観光客を呼び込む
には、別府・湯布院や黒川まで来ている観光客を阿
蘇くじゅう国立公園の魅力として滞在させるプラン
作りが改めて重要であることを痛感しました。

まちの担い手応援事業報告レポート

●お問い合わせ　社会教育課　☎７６－３８２３

－環境省主催　平成 30年度自然資源を活かす
　　　　　　エコツーリズム・インタープリテーションの人材育成支援事業　インバウンド研修－

外国人の方を相手にしての実際の野外体験

ワークショップでインバウンド対応の旅行プランを作成

※インタープリテーションとは、通訳で自然・文化・歴史
をわかりやすく人々に伝えること。
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人権

No.271心の扉

幸せになろうね幸せになろうね

　メディアリテラシーという言葉を聞いたことがあ
りますか。
　私たちの生活の中には、いろいろな形の情報があ
ふれています。その代表的なものとして、「テレ
ビ」「新聞」「インターネット」などが挙げられま
すが、そのようなメディアから発信される情報を見
極める能力のことをいいます。
　特に、インターネットは、あるキーワードを検索
するだけで、たくさんの検索結果が表示されます
が、結果を開いてみるとそれぞれ違った答えとなっ
ていて、どれを信用したらよいか悩んだことはあり
ませんか？
　また、インターネットを利用した「SNS」など

の情報ネットワークの発達により、情報の発信や共
有、拡散が簡単に行えるようになった一方、発信さ
れた情報は、内容に関わらずあっという間に広がっ
てしまいます。
　昨今、インターネットによる様々な人権侵害が問
題になっています。また、災害時の断片的な情報に
よるデマ情報の拡散もよく問題視されます。
　どちらも、発信されている情報を信用し、それを
安易に共有や拡散することで、知らない間に他人を
傷つけてしまったり、世の中を混乱させてしまうこ
とになります。
　このようにたくさん発信されている情報の中から
本当に信頼できる情報を見つけることはとても難し
いことですね。
　ですが、一つの情報により結論を出すのではな
く、いろいろな情報を見比べたり、様々な角度から
見るなど、一旦立ち止まって考えることが、少しで
も信頼できる情報に近づける方法だと思います。
　メディアリテラシーは、日常生活の中でも応用で
きる能力です。皆さんも、メディアリテラシーを意
識して生活してみてはどうでしょうか。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総務課

ふるさとの
 文化財探訪

第58回

木
像
「
准
胝
観
音
坐
像
」

木像「准胝観音坐像」

九
重
町
文
化
財
調
査
員
　
内
恵
　
克
彦

　
准
胝
観
音
は
、
准
胝
仏
母
・
七
俱
胝
仏
母
と
も
い
い
、
密
教
の
女
性
尊

で
真
言
系
で
は
観
音
に
属
し
、
天
台
系
で
は
上
位
の
仏
部
に
分
類
さ
れ
て

い
て
、
多
く
の
仏
菩
薩
の
母
と
説
か
れ
て
い
る
。
こ
の
像
は
通
常
、
三
眼

十
八
臂
が
多
い
が
、
経
典
で
は
さ
ま
ざ
ま
に
説
か
れ
二
臂
か
ら
八
十
四
臂

ま
で
あ
る
と
さ
れ
る
。

　
准
胝
観
音
の
真
言
は
「
オ
ン
・
シ
ャ
・
レ
イ
・
ソ
・
レ
イ
・
ジ
ュ
ン
・

テ
イ
・
ソ
ワ
・
カ
」
で
あ
る
。
そ
の
姿
を
表
し
た
経
典
に
「
三
眼
で
十
八
本
の
手
を
持
っ
た

観
音
（
中
央
像
）
が
、
水
面
に
浮
か
ん
だ
蓮
華
の
上
に
座
り
、
そ
の
蓮
華
を
難
蛇
（
右
像
）

と
沙
迦
羅
竜
王
（
左
像
）
が
支
え
て
い
る
」
と
い
う
表
現
が
あ
り
、
こ
れ
が
典
型
的
な
准
胝

観
音
の
姿
と
さ
れ
、
こ
の
経
典
を
忠
実
に
再
現
し
た
姿
が
本
像
で
あ
る
。
ま
た
円
形
光
背
の

周
囲
に
は
梵
字
で
准
胝
観
音
真
言
が
表
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
准
胝
観
音
は
「
聡
明
・
夫
婦
愛
・
他
人
敬
愛
・
求
子
安
産
・
延
命
治
病
」
な
ど
に
効

験
大
と
さ
れ
、
特
に
江
戸
時
代
に
は
女
性
の
守
り
仏
と
し
て
敬
わ
れ
て
い
た
。

　
こ
の
准
胝
観
音
の
木
像
は
、
全
国
的
に
そ
の
作
例
が
非
常
に
少
な
い
と
言
わ
れ
、
九
重
町

で
は
こ
の
一
例
し
か
現
在
ま
で
に
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。
た
だ
、
玖
珠
町
森
玄
光
院
の
外
庭

の
墓
地
の
中
に
一
基
、
石
造
の
准
胝
観
音
像
は
あ
る
。
現
在
郡
内
で
は
こ
の
二
ヶ
所
の
み
で

あ
る
。
こ
の
像
の
制
作
年
代
は
江
戸
時
代
前
期
の
作
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　
こ
の
木
像
は
前
持
ち
主
の
方
か
ら
御
寄
贈
に
よ
り
、
九
重
文
化
セ
ン
タ
ー
の
歴
史
資
料
館

に
展
示
さ
れ
て
お
り
、
い
つ
で
も
拝
観
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
是
非
一
度
足
を
運
ん
で
見
て

下
さ
い
。

じ
ゅ
ん
て
い

ぶ
つ
も
　
　 

し
ち
ぐ
て
い
ぶ
つ
も

ひ

れ
ん
げ

な
ん
だ

し
ゃ
が
ら

こ
う
は
い

ぼ
ん
じ
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ほんの森２月号 平日 午前10時～午後６時　土・日  午前９時～午後５時　月・祝 休み　九重町図書館　☎ 76－3888図書館だより図書館だより
　　　　　　　　　　　　　　　　　　「こんにちは。今からおはなし会を始めます」の声が聞こえると、期待に
光る小さい瞳、照れくさそうにもじもじする膝小僧・・・。図書館・児童コーナーで、毎月第２土曜日に開かれる
「おはなし会」にいらしたことがありますか？
　図書館でのはじめてのおはなし会は2006年５月20日（土）のことでした。つまり、去年の５月で12年目を迎え
たわけで、干支がひとまわりしたことになります。たくさんの子どもたちが参加してくれる時もあれば、たった一
人のお客様を迎える時もあります。それでも、12年間ずっと「子どもが本と出会う」お手伝いを続けてきまし
た。「継続は力なり」。
　この会をずっと支えてくださっているのが「ここのえおはなしの会」のボランティアの皆さんです。
　現在10名の方々が在籍し、３つのグループに分かれて毎月１回、順番に担当してくださっています。
　さて、おはなしの会は年に１回集まって反省会を開いていますが、ボランティアのみなさんからの様々な声を聞
かせていただいています。例えば、こんな声がありました。
＊「どの年齢の子どもが来てもいいように、常にたくさんの絵本を用意しています。お母さん方にもいろいろな
本があることを知ってほしいです」。
＊「昔話を子どもにしてあげたい。意外と昔話を知らない子が多いから」。
＊「自分が好きで読み込んできた本は、子どもの前でもうまく読んであげることができる」。
＊「たった一人の子どもでも来てくれることが嬉しい」。などなど。
　こういう声を聞くと、ボランティアの方々が本当に、子どもたちやおはなし会を大事に思ってくれていることが
わかります。
　学校での読み聞かせと違って、どの年齢の子どもが来るのかがわからない図書館でのおはなし会は本の選定な
ど、難しい面があります。でもそこは、長年培ってきた経験がものをいいます。小さいお子さんでも飽きないよう
に手遊びや歌を交えたり、絵本や紙芝居をうまく組み合わせたり・・・。
　子どもにとって、おはなしはとても楽しいもの。心がわくわくするような時間は子どもにとって大切な栄養。自
分のお母さんやお父さんの声での読み聞かせは一番でしょうが、たまには、地域のおばちゃんやおねえさんの声で
読んでもらう体験は貴重ではないでしょうか？
　子どもは地域の宝物。みんなで、そこの地域の子どもを大切に育ててゆく・・・そんな思いが結晶となって現れ
ているようなそんな場所だと思うのです。
　どんなに小さいお子さんでも大丈夫。親子で、または友達と一緒に「おはなし会」で楽しみませんか？
　お母さん同士の交流の場としてもぜひお役立て下さい。
　これからも、九重町図書館では「おはなし会」を続けてまいります。
　２月のおはなし会は「スター」のみなさんでした。
　３月のおはなし会：３月９日（土）１０：３０～１１：００
　ボランティアグループは「ぷちトマト」のみなさんです。どうぞ遊びにおいでくださいね。

「おはなし会へようこそ」

●児童書・コミック
うずらかあさんとたまご　　　　　　　　　　　　島野雫
こども論語と算盤　　　　　　　　　　　　　　　守屋淳
ほんやのポンチョ　　　　　　　　　　　にしのあきひろ
風と行く者　守り人外伝　　　　　　上橋菜穂子　その他
●一般図書
未だ行ならず　上下　　　　　　　　　　　　　佐伯泰英
奈緒と磐音　　　　　　　　　　　　　　　　　佐伯泰英
大友二階崩れ　　　　　　　　　　　　　　　　　赤神諒
昨日がなければ明日もない　　　　　　　　　宮部みゆき
宝島　　　　　　　　　　　　　真藤順丈　直木賞受賞作
フーガはユーガ　　　　　　　　　　　　　　伊坂幸太郎
熱帯　　　　　　　　　　　　　　　　　　　森見登美彦
ひとつむぎの手　　　　　　　　　　　　　　知念実希人
針と糸　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　小川糸
愉楽にて　　　　　　　　　　　　　　　　　　林真理子
ファミリー・ライフ　　　　　　　　アキール・シャルマ
無意識さんに任せればうまくいく　　　　　　　大嶋信頼

尾畠春夫魂の生き方　　　　　　　　　　　　　尾畠春夫
ホモ・デウス　上下　　　　　　ユヴァル・ノア・ハラリ
日本国紀　　　　　　　　　　　　　　　　　　百田尚樹
大人の発達障害に気づいて・向き合う完全ガイド　　 黒澤礼子
イオンを創った女　　　　　　　　　　　　　　東海友和
アイディアたっぷり出し物 BOOK　 ひかりのくに編集部
馬渕睦夫が読み解く 2019年世界の真実　　　  馬渕睦夫
38万人を診た専門医が教える自分で痔を治す方法　  平田雅彦
手塚マンガで憲法九条を読む　　　　　　　　　手塚治虫
シリア拘束安田純平の 40か月　　　　　　　　安田純平
知らなきゃ損する新農家の税金　　　　　　　　　鈴木武
家族旅行で子どもの心と脳がぐんぐん育つ旅育 BOOK　 村田和子
最高の入浴法　　　　　　　　　　　　　　　　早坂信哉
痛みとトラウマが消えるはじめての気功　　　　小池義孝
ラク家事 BOOK　　　　　　　　　　　　　　 タスカジ
映画を聴きましょう　　　　　　　　　　　　　細野晴臣
三省堂現代新国語辞典　第６版　　　　　　　小野正弘編
毎日食べたくなる絶品鍋　　　　　　　大庭英子　その他

新刊・新着図書案内 ２月。風はまだ冷たいけれど、本のページをめくる心は春のように・・。

　今年も図書館の「蔵書点検」をいたします。図書館の蔵書が適切に管理・配架されているかを点検する大切
な作業です。例年のようにこの間は図書館を閉館させていただきます。
★蔵書点検日時：２月２５日（月）～３月１日（金）
　返却本は、文化センター入口のポストへお願いします。また、AV資料は、文化センターの事務室へ返却を
お願いします。ご不便をおかけしますが、ご理解・ご協力をお願いいたします。
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昨
年
８
月
22
日
、
こ
こ
の
え
緑
陽
中
学

校
２
学
期
の
始
業
式
に
ス
ペ
シ
ャ
ル
ゲ
ス

ト
と
し
て
竹
石
尚
人
さ
ん
（
青
山
学
院
大

学
３
年
）
が
参
加
し
て
い
ま
し
た
。

　
そ
の
際
、
中
学
生
に
、

　
「
中
学
時
代
に
出
会
っ
た
駅
伝
、
仲
間

と
記
録
に
挑
戦
し
達
成
し
た
と
き
の
喜

び
、
文
武
両
道
を
モ
ッ
ト
ー
に
高
校
・
大

学
で
も
続
け
て
い
ま
す
。
中
学
時
代
に
描

い
た
全
国
高
等
学
校
駅
伝
競
走
大
会
、
そ

し
て
箱
根
駅
伝
へ
の
出
場
も
か
な
い
ま
し

た
。
中
学
時
代
に
夢
を
持
ち
努
力
を
続
け

て
い
け
ば
夢
の
実
現
に
近
づ
く
事
が
で
き

る
。
皆
さ
ん
も
是
非
中
学
時
代
で
あ
る

今
、
自
分
の
夢
を
見
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

私
も
大
学
３
大
駅
伝
に
向
け
て
努
力
し
ま

す
。
応
援
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
」

と
い
う

熱
い
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
贈
っ
て

く
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
10
月
の
出
雲
駅
伝
で
６
区
ア

ン
カ
ー
を
走
り
、
優
勝
に
大
き
く
貢
献
。

11
月
の
大
学
駅
伝
で
は
エ
ン
ト
リ
ー
さ
れ

て
は
い
ま
し
た
が
補
助
員
に
回
っ
て
い
ま

し
た
。
そ
し
て
今
や
正
月
の
国
民
的
行
事

と
な
っ
て
い
る
「
箱
根
駅
伝
」
で
は
、
昨

年
と
同
じ
山
登
り
の
５
区
を
任
さ
れ
、
大

き
な
期
待
を
背
負
っ
て
い
た
竹
石
選
手

を
、
多
く
の
町
民
が
固
唾
を
の
ん
で
応
援

し
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

し
か
し
、
結
果
は
残
酷
、
体
調
不
良
に

よ
り
区
間
13
位
（
22
チ
ー
ム
中
）
で
し

た
。
応
援
し
な
が
ら
、
あ
ら
た
め
て
ス

ポ
ー
ツ
で
実
力
を
発
揮
す
る
こ
と
の
難
し

さ
を
痛
感
し
ま
し
た
。
で
す
が
、
一
番
の

シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
て
い
た
の
は
本
人
だ
っ

た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

そ
ん
な
な
か
、
中
学
生
が
「
竹
石
選
手

の
元
気
な
姿
を
早
く
見
た
い
。
ま
た
来
年

の
箱
根
を
め
ざ
し
て
欲
し
い
」
と
い
う
思

い
か
ら
、
立
ち
上
が
り
ま
し
た
。

　

生
徒
に
よ
る
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
書
い

た
色
紙
や
校
長
先
生
や
先
生
方
か
ら
の
激

励
文
を
届
け
た
の
で
す
。
そ
し
て
、
竹
石

選
手
が
自
分
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
す
ぐ
さ
ま
反
応

し
て
く
れ
ま
し
た
。
（
左
下
写
真
）

　

そ
の
後
、
１
月
20
日
に
開
催
さ
れ
た
全

国
都
道
府
県
対
抗
男
子
駅
伝
に
、
最
終
７

区
で
出
場
。
社
会
人
や
大
学
生
の
日
本

ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
選
手
が
走
る
中
、
区
間

16
位
（
47
チ
ー
ム
中
）
で
ゴ
ー
ル
し
ま
し

た
。
　

大
会
後
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
、「
気
持
は

前
向
き
に
な
っ
て
い
ま
す
。
少
し
自
信
を

取
り
戻
し
ま
し
た
」
と
い
う
明
る
い
も
の

で
し
た
。

　

ふ
る
さ
と
の
中
学
生
の
温
か
い
応
援

が
、
彼
の
背
中
を
押
し
た
こ
と
は
間
違
い

あ
り
ま
せ
ん
。

　
　
　
　
　
竹
石
尚
人
選
手
の
一
フ
ァ
ン

か
た
ず

２月のハート降る♥ここのえ
故
郷
の
中
学
生
か
ら
の
熱
い
声
援
に

勇
気
を
も
ら
っ
て
！

ふ
る
さ
と

♡伝えたい「ちょっといい話」「心あたたまる話」をぜひお
寄せください。
　ハート降るここのえ担当　阿部　征則
　郵便の場合は、〒879-4895　九重町大字後野上8-1
　　　　　　　　九重町役場企画調整課まで

▲竹石選手のInstagram（SNS）の
ストーリーズに投稿された際の写
真。届いた応援メッセージ・激励
文の写真と、

「母校から色紙が届いた。
頑張らなければ。
切り替えて前向きにラスト一年頑
張ります！！
本当にありがとうございます。」

という、感謝と決意の言葉があり
ました。
（※ストーリーズは投稿から24時間
で消えるため、現在見ることができ
ません。）

な
お
と
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自然
学校
自然
学校

九重ふるさと九重ふるさと

　九重ふるさと自然学校では、今年度から耕作を始めた田んぼがあります。その田んぼの一部で、
稲刈り後も水田に水を張る「冬期湛水」を試みています。
　冬期湛水とは、稲刈りが終わった田んぼに冬期も水を張る農法で、田んぼに米ぬかやボカシ肥な
どといった土中の微生物やミミズなどのエサになるものをまいてから湛水することで、それらを土
ごと醗酵させ、肥料分を含むトロトロ層を作り出します。うまくいけば、春の耕起や代かきを必要
としないまま、普通の田植え機で田植えができることもあるようです。このように、自然農法の一
つとして効果が期待できる冬期湛水ですが、九重ふるさと自然学校としては、農業的な効果とは別
の側面にも注目しています。それは田んぼの生物多様性を高める効果です。
　冬期間から水を入れることで、田んぼには膨大なプランクトンやイトミミズが繁殖し、小魚など
の小さな生きものも増えていきます。そうすると、さらにそれらをエサとするカモやサギなどの水
鳥も集まるようになり、冬の田んぼで豊かな生態系が形成されます。実際、今年は自然学校の田ん
ぼを含め、飯田高原において冬期湛水に取り組んでいる田んぼにカモの仲間が飛来し、餌をついば
んだり、休息したりしている様子が良く観察されています。
　このような冬の田んぼの生態系は、昔は特に意識しなくても造り出されている場合がありまし
た。十分な排水整備が行き届かず、冬でもじめじめした部分があった田んぼは、冬期湛水田のよう
な生態系を図らずも造り出していたのです。
　近年、上記のような冬期湛水の農業としての効果や生態系への効果が見なおされ、各地で実験・
実践が行われています。冬期湛水というと、田んぼによっては、冬期に水をひくこと自体が難し
かったり、コンバインなどの農業機械の使用との両立が難しかったりと、実践にはいくつかのハー
ドルがありますが、冬期湛水によって生態系も豊かになった田んぼのお米が生きものブランド米と
して販売されるなど、成果を上げている例もあります。
　九重ふるさと自然学校では、今後も冬期湛水を継続し、田んぼや生きものへの効果を検証してい
きたいと思います。

冬期湛水田にカモが飛来

自然学校の冬期湛水田に集まるコガモ

たんすい
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●　暮らしの情報

■
と
　
き　
３
月
29
日
㈮

　
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

■
と
こ
ろ　
九
重
町
役
場
玄
関
フ
ロ
ア

■
協
　
力　
九
重
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

■
お
問
い
合
わ
せ　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
☎
７
６‐

３
８
３
８
）

　
認
知
症
の
方
を
家
で
介
護
し
て
い
る
家

族
の
方
が
集
ま
り
、
認
知
症
に
つ
い
て
の

理
解
を
深
め
た
り
、
意
見
交
換
を
と
お
し

て
思
い
を
分
か
ち
合
い
ま
す
。

■
と
　
き　
３
月
４
日
㈪

　
午
前
10
時
〜
午
前
11
時
30
分

■
と
こ
ろ　
飯
田
公
民
館

■
お
問
い
合
わ
せ　

　
九
重
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー　

（
☎
７
６‐

３
８
６
３
）

　
平
成
31
年
４
月
７
日
執
行
の
大
分
県
議

会
議
員
選
挙
に
か
か
る
立
候
補
予
定
者
説

明
会
を
開
催
し
ま
す
。

■
と
　
き　
３
月
４
日
㈪
午
前
10
時
〜

■
と
こ
ろ　
玖
珠
総
合
庁
舎　
３
階
大
会

議
室

■
そ
の
他　
説
明
会
当
日
に
関
係
書
類
を

お
渡
し
し
ま
す
の
で
印
鑑
を
ご
持
参
く

だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ　
九
重
町
選
挙
管
理
委

員
会
（
☎
７
６‐

３
８
２
５
）

　
行
政
相
談
委
員
は
、
国
の
役
所
等
の
仕

事
に
つ
い
て
の
身
近
な
相
談
窓
口
で
す
。

わ
か
ら
な
い
こ
と
や
困
っ
た
こ
と
等
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
と
　
き　
３
月
13
日
㈬

　
午
後
２
時
〜
午
後
４
時

■
と
こ
ろ　
南
山
田
公
民
館

■
そ
の
他　
相
談
無
料
。
予
約
不
要

■
お
問
い
合
わ
せ　
総
務
省
大
分
行
政
監

　
視
行
政
相
談
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
９
７‐

５
３
３‐

１
１
０
０
）

■
と
　
き　
３
月
７
日
㈭

　
午
後
１
時
〜
午
後
４
時

■
と
こ
ろ　
九
重
町
役
場
３
階
会
議
室

■
内
　
容　
相
続
、
遺
言
、
農
地
転
用
、

　
許
認
可
申
請
等

■
お
問
い
合
わ
せ　
大
分
県
行
政
書
士
会

　
日
田
支
部
会
（
担
当　
穴
井
）

　
☎
７
２‐

４
６
８
０

■
と
　
き　
３
月
８
日
㈮

　
午
後
１
時
〜
午
後
３
時

■
と
こ
ろ　
九
重
町
役
場
３
階
会
議
室

■
内
　
容　
相
続
、
登
記
の
名
義
、
多
重

　
債
務
問
題
や
悪
質
商
法
ト
ラ
ブ
ル
等

■
そ
の
他

　
原
則
予
約
不
要
（
予
約
優
先
）

■
予
約
・
お
問
い
合
わ
せ　
大
分
県
司
法

　
書
士
会
青
年
の
会
（
担
当　
大
野
）　

　
☎
０
８
０‐

６
９
２
８‐

７
７
３
０

　
被
害
者
・
加
害
者
、
人
身
事
故
・
物
損

事
故
、
何
で
も
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
電
話
・
面
接
相
談
】

■
と
　
き　
月
曜
日
〜
金
曜
日
（
祝
日
、

　
振
替
休
日
、
年
末
年
始
の
休
日
を
除
く
）

　
午
前
８
時
30
分
〜
正
午
、
午
後
１
時
〜

　
午
後
５
時
15
分

■
と
こ
ろ　
大
分
県
庁　
別
館
５
階

■
お
問
い
合
わ
せ　
交
通
事
故
相
談
所

　
（
県
生
活
環
境
部
生
活
環
境
企
画
課
内
）

　
☎
０
９
７‐

５
０
６‐

２
１
６
６

【
巡
回
相
談
〔
予
約
制
〕】

■
と
　
き　
３
月
12
日
㈫

　
午
前
10
時
30
分
〜
午
後
３
時

■
と
　
き　
県
西
部
振
興
局
（
日
田
市
）

■
お
問
い
合
わ
せ　
県
西
部
振
興
局

　
（
☎
０
９
７
３‐

２
３‐

２
２
０
０
）

　　　
２
０
２
０
年
３
月
卒
業
予
定
の
大
学
生

等
を
対
象
と
し
た
、
大
分
県
内
企
業
に
よ

る
合
同
企
業
説
明
会
を
福
岡
で
開
催
し
ま

す
。
詳
し
く
は
県
Ｈ
Ｐ
内
で
「
お
お
い
た

元
気
企
業
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
」
で
検
索
し

て
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
主
　
催　
大
分
県

■
と
　
き　
３
月
７
日
㈭

　
正
午
〜
午
後
４
時
30
分
（
予
定
）

■
と
　
き　
福
岡
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ビ
ル

■
対
　
象

　
①
２
０
２
０
年
３
月
卒
業
予
定
の
大
学

　
　
生
等

　
②
大
分
県
へ
の
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
就
職
希

　
　
望
者
（
既
卒
者
・
在
職
者
等
）

■
内
　
容　
大
分
県
内
企
業
に
よ
る
合
同

　
企
業
説
明
会
（
参
加
予
定
企
業
63
社
）、

　
就
活
セ
ミ
ナ
ー

■
お
問
い
合
わ
せ　
県
商
工
労
働
部

認
知
症
の
方
と
家
族
の
つ
ど
い

大
分
県
議
会
議
員
選
挙

立
候
補
予
定
者
説
明
会

お
お
い
た
元
気
企
業
就
職

ガ
イ
ダ
ン
ス
in
福
岡

大
分
県
行
政
書
士
会
日
田
支
部

無
料
相
談
会

町
か
ら
の
お
知
ら
せ

献
血
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
！

各
種
相
談

お
知
ら
せ

行
政
相
談

認
定
司
法
書
士「
無
料
法
律
相
談
会
」

大
分
県
交
通
事
故
相
談
（
無
料
）
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暮らしの情報　●

　
（
☎
０
９
７‐

５
０
６‐

３
３
３
２
）

　
再
就
職
を
目
指
す
、
求
職
者
の
み
な
さ

ん
。
職
業
訓
練
施
設
を
見
学
し
て
、
あ
な

た
に
ぴ
っ
た
り
な
訓
練
コ
ー
ス
を
見
つ
け

て
み
ま
せ
ん
か
？

■
と
　
き　
３
月
19
日
㈫

　
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時
30
分

■
と
こ
ろ

　
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
大
分
（
大
分
市
）

■
参
加
料　
無
料

■
申
込
方
法　
所
轄
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に

　
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

■
お
問
い
合
わ
せ

　
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
大
分

（
☎
０
９
７‐

５
２
９‐

８
６
１
５
）

　
中
皮
腫
や
肺
が
ん
な
ど
を
発
症
し
、
そ

れ
が
労
働
者
と
し
て
石
綿
ば
く
露
作
業
に

従
事
し
て
い
た
こ
と
が
原
因
で
あ
る
と
認

め
ら
れ
た
場
合
に
は
、
労
災
保
険
法
に
基

づ
く
各
種
の
労
災
保
険
給
付
や
石
綿
救
済

法
に
基
づ
く
特
別
遺
族
給
付
金
が
支
給
さ

れ
ま
す
。

　
石
綿
に
よ
る
疾
病
は
、
石
綿
を
吸
っ
て

か
ら
非
常
に
長
い
年
月
を
経
て
発
症
す
る

こ
と
が
大
き
な
特
徴
で
す
。

　
中
皮
腫
な
ど
で
お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ

た
方
が
過
去
に
石
綿
ば
く
露
業
務
に
従
事

さ
れ
て
い
た
場
合
に
は
、
労
災
保
険
給
付

等
の
支
給
対
象
と
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
の
で
、
ま
ず
は
お
気
軽
に
最
寄
り
の
労

働
局
ま
た
は
労
働
基
準
監
督
署
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ　
大
分
労
働
局

　
（
☎
０
９
７‐

５
３
６‐

３
２
１
４
）

■
受
講
期
間

【
前
期
（
講
義
）】

　
５
月
14
日
㈫
〜
４
カ
月

【
後
期
（
講
義
と
実
習
）】

　
９
月
24
日
㈫
〜
10
カ
月

■
と
　
き　
毎
週
火
曜
日

　
午
後
６
時
30
分
〜
午
後
８
時
30
分

■
と
こ
ろ　
コ
ン
パ
ル
ホ
ー
ル（
大
分
市
）

■
対
　
象　
20
歳
以
上
の
方

■
定
　
員　
50
人

■
受
講
料

　
前
期
１
万
５
千
円
、
後
期
１
万
５
千
円

　
（
学
生
は
前
期
１
万
円
、
後
期
１
万
円
）

■
申
込
期
限　
４
月
30
日
㈫

■
応
募
方
法　
希
望
者
に
募
集
要
項
・
申

　
込
書
を
郵
送
し
ま
す

■
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　
大
分
い
の
ち
の
電
話
事
務
局

　
（
☎
０
９
７‐

５
３
７‐

２
４
８
８
）

試
験
・
講
習
会

「
大
分
い
の
ち
の
電
話
」
相
談
員

養
成
講
座
受
講
生
募
集

訓
練
コ
ー
ス
説
明
会
参
加
者
募
集

中
皮
腫
や
肺
が
ん
な
ど
、
石
綿
に

よ
る
疾
病
の
補
償
・
救
済
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（敬称略）

後 河 内
口 の 園
寺 田
中 巣
川 下 北
前 辻 一

おめでとうございます出生
おなまえ 性別 保護者 行政区

直弥
拓間
公徳
亮汰
辰徳
正成

あそう　　　しゅの

こうだ　　　いとは

ひの　　　 しずく

ひの　　　 るいと

まつぎ　　　みなと

よしたけ　　 ことま

１月１日～１月末日届出分
人口と世帯
人口
  男
  女
世帯
　　　　　（　）は前月からの増減

9,523  人
4,546  人
  4,977  人
3,899 　 

（－　 ）
（－　 ）
（－　 ）
（　　 ）

7
4
3
0

秋　好　　　茂
安　　　一　六
梅　木　長　子
梅　木　義　夫
梅　野　正　義
熊　谷　フユ子
後　藤　タマ子
竹　田　水　子
堤　　　憲一郎
日　熊　ミヨ子
藤　野　皓　爾

物 見 塚
中 村 下 一
中 村 上
川 下 南
樫 原
湯 坪 下
中 央 三
北 区
筌 の 口
木 納 水
小 垣

お悔やみ申し上げます弔慰
おなまえ 年齢 行政区

町の面積／271.37㎢
町の木／くぬぎ
花／ミヤマキリシマ　　鳥／カッコウ

こちら
119番
こちら
119番

お問い合わせ　玖珠消防署　警防係　☎ 72ー2141

地区別 件数
物損
事故 件数計人身事故

死者 負傷者
0

0

0

0

0

0

0

0

1

1

3

5

26

9

43

3

5

26

10

44

東飯田

野　上

飯　田

南山田

計

2019・１月末
町内地区別事故発生状況

人の動き人の動き

麻生　柊希
江田　絃華
日野　詩月
日野　琉翔
松木　湊人
吉武　寿馬

　平成30年中に九重町内で発生した火災件数は７件で、前年度と
比較すると４件の増加でした。
　寒い季節になると空気が乾燥し、火災が発生しやすくなります。
火の取扱いには十分注意してください。
　《火災種別》
　　・建物火災　　　　　　　３件
　　・林野火災　　　　　　　１件
　　・その他火災　　　　　　３件

　九重町内の救急出場件数は520件で478名を搬送しています。前
年と比較すると４件減少し、搬送人員は８名増加しています。一日
の平均出場件数は約1.4件となります。
　《救急種別》
　　・急　病　　　　　　２９１件
　　・一般負傷　　　　　１３５件
　　・交通事故　　　　　　５３件
　　・転院搬送　　　　　　２０件

平成 30年の火災・救急件数

女
男
女
男
男
男

96
89
92
73
88
89
88
81
71
88
85

　九重町消防団の出初式は、毎年１月８日
に行われています。これまで出初式を何度
か見たことはありましたが、今回放水点検
を撮影するために近づいてみると、河原の
下に降り、冷たい水に濡れながらもホース
が外れないように支えている団員の方々が
いることを知りました。日頃から、私たち
から見えないところでも防火や防災活動を
していただいている消防団ですが、こう
いった見えないところでも・・・と驚きつ
つ、あらためて消防団の活動に感謝の気持
ちになりました。　　　　　　　Tomo

編集後記 交通安全110

玖珠消防署：● 救急は119番  ☎72－2141　● 火災の確認は ☎72－5100

● 

病
　
院

２月

３月

24日

3日

10日

17日

21日

24日

31日

72-6101

72-0330

72-2167

72-2135

77-6121

72-2466

73-2030

塚 脇

塚 脇

塚 脇

春日町

野 上

　森　

北山田

電　話住　所 医療機関名日月
0973-24-3718

77-6851

0973-28-7688

0973-23-2228

72-5983

0973-22-7736

0973-22-3305

日田市

右 田

日田市

日田市

玖珠町

日田市

日田市

★都合で変更する場合があります。

三池循環器内科クリニック

友成産婦人科医院

小 中 病 院

高 田 病 院

矢 原 医 院

荒 木 医 院

北山田クリニック

石松朗歯科医院

井 上 歯 科 医 院

またけ歯科クリニック

中 村 歯 科 医 院

井上第２歯科医院

はたの歯科医院

井 上 歯 科 医 院

2019 年２月・３月休日当番医
● 

歯
科
医

２月

３月

24日

3日

10日

17日

21日

24日

31日

電　話住　所 医療機関名日月

0

0

0

1

1

訂正とお詫び
広報ここのえ 1月号で、記載に誤りがあり
ました。お詫びして訂正いたします。
23ページ「出生おめでとうございます」
（誤）　保護者　竹 尾 隼 人 さん
（正）　保護者　竹 尾 隼 斗 さん



　
「
日
記
買
う
」
は
冬
の
季
語
。
新
し
い
日
記
を

買
う
の
は
新
年
を
迎
え
る
喜
び
の
ひ
と
つ
。

　
「
心
し
て
」
と
「
三
年
連
用
日
記
」
が
響
き
合

い
読
者
の
共
感
を
呼
び
ま
す
。

　
九
重
寿
大
学
の
文
芸
部
（
俳
句
ゼ
ミ
）
は
男
子

一
名
女
子
八
名
の
句
会
で
す
。
月
に
一
度
、
開
講

日
の
午
後
、
句
会
を
開
き
ま
す
。
現
在
参
加
者
募

集
中
で
す
。
初
心
者
大
歓
迎
で
す
。
あ
な
た
も
参

加
し
ま
せ
ん
か
？

●
詳
し
く
は
文
化
セ
ン
タ
ー
寿
大
学
事
務
局

　
☎
７
６
ー
３
８
８
８
（
直
通
）
ま
で

　
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
は
ア
カ
ザ
科

の
一
年
生
草
本
で
ペ
ル
シ
ャ
が

原
産
地
。
日
本
に
は
江
戸
時
代

の
初
期
に
渡
来
し
た
と
い
わ
れ

て
い
る
。
秋
に
種
を
蒔
き
冬
か

ら
春
に
か
け
て
収
穫
。
ク
ロ
ロ

フ
ィ
ル
が
多
い
の
で
造
血
作
用

も
あ
り
痛
風
や
リ
ュ
ー
マ
チ
に

も
効
く
と
か
。

　
こ
の
時
期
、
貴
重
な
食
べ
物

で
、
特
に
お
ひ
た
し
は
母
の
味

で
も
あ
り
ま
す
。

読 者 俳 句

平
成

31年
２

月
17日

発
行

（
通

巻
753号

）
発

行
・

九
重

町
役

場
企

画
調

整
課

〒
8
7
9
-4

8
9
5
　

 大
分

県
玖

珠
郡

九
重

町
大

字
後

野
上

8
番

地
の

1
☎

 0
9
7
3
-7

6
-2

1
1
1
　

　
 　

　
印

刷
・

尾
花

印
刷

有
限

会
社

２
月
号

広報ここのえは、環境にやさしい再生紙と植物性インクを使用しています。

広報ここのえは、UD文字を使用しています。

　
小
寒
・
大
寒
と
続
い
た
三
十
日
が
終
わ
る
と
立
春
、
そ
の
寒
が
明
け
る
こ
と

が
「
寒
明
け
」。
一
段
抜
か
す
石
段
に
春
を
待
つ
喜
び
が
伝
わ
っ
て
来
ま
す
。

24広報ここのえ　2019.２月号

不
可
も
な
し
可
も
な
し
ほ
う
れ
ん
草
甘
し
　
　
星
野
麦
丘
人

石
段
を
ひ
と
つ
抜
か
す
や
寒
の
明
け

豊　
　
　

國

　

凍
り
付
く
よ
う
な
寒
い
冬
の
空
を
み
て
い
た
ら
流
星
が
「
ふ
た
つ
、
み
っ

つ
」。
リ
ズ
ム
感
の
あ
ふ
れ
る
句
ま
た
が
り
の
一
句
。

凍
空
を
流
星
ふ
た
つ
み
っ
つ
落
つ

井
上　

則
子

　
今
年
は
、
雪
が
少
な
い
よ
う
に
も
感
じ
ま
す
。
雪
が
少
な
い
年
は
田
圃
の
水

も
心
配
で
す
。
農
家
は
雪
も
「
命
水
」
な
ん
で
す
ね
。

雪
解
け
や
野
山
を
越
え
て
命
水

桐　
　
　

友

　
「
じ
ょ
う
び
た
き
」
は
雀
大
。
羽
色
が
き
れ
い
で
つ
い
み
と
れ
て
し
ま
い
ま

す
。
尾
を
振
る
姿
は
確
か
に
道
案
内
の
よ
う
な
気
も
し
ま
す
よ
ね
。

探
梅
や
道
案
内
の
尉
鶲

西
田
志
の
ぶ

　
〈
蝋
梅
や
ち
ひ
さ
く
結
ひ
し
母
の
髪　
鮎
瀬
汀
〉
と
い
う
句
が
あ
り
ま
す
。

蝋
梅
は
母
を
思
い
出
す
季
語
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

蝋
梅
や
母
に
似
て
き
し
だ
ん
だ
ん
と

佐
藤
八
千
子

菠
薐
草

菠
薐
草

訂
正
と
お
詫
び　
広
報
こ
こ
の
え
１
月
号
で
、
記
載
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

　
年
間
賞
の
発
表　
（
誤
）　
ち
び
ま
る
こ
並
ぶ
本
棚
ち
ち
ろ
咲
く

　
　
　
　
　
　
　
　
（
正
）　
ち
び
ま
る
こ
並
ぶ
本
棚
ち
ち
ろ
鳴
く

平
成
も
残
り
百
日
霜
の
朝

戦
さ
な
き
世
は
平
成
や
除
夜
の
鐘

卒
寿
な
る
師
の
健
や
か
な
初
硯

今
朝
は
雪
変
貌
自
在
春
の
水

黙
々
と
男
の
料
理
蓮
根
掘
る

車
椅
子
ブ
レ
ー
キ
緩
め
春
を
待
つ

軒
氷
柱
遠
き
記
憶
の
底
に
あ
り

こ
ど
も
等
の
作
る
笑
顔
や
雪
だ
る
ま

澄
み
わ
た
る
冬
満
月
の
明
か
り
か
な  

粕
汁
に
冬
大
根
の
甘
さ
か
な

冒
頭
に
快
晴
と
書
く
初
日
記

湧
蓋
富
士
人
な
ら
美
女
や
山
笑
う

文　

雄

律　

子

ヨ
ウ
子

香　

澄

直　

人

昭　

眞

チ
ズ
子

惠
津
子

佐
世
美

マ
サ
ヨ

良　

子

好　

美

ふ
る
さ
と
の
原
風
景　

生
活
編

ふ
る
さ
と
の
原
風
景　

生
活
編

ほ
う
れ
ん
そ
う

ほ
う
れ
ん
そ
う

「
類
似
句
」「
類
想
句
」
に
つ
い
て
教
え
て
下
さ
い
。
ま
た
「
盗
作
」
と
い
う
の
は
ど
こ
ま
で

類
似
し
て
い
る
句
な
の
で
し
ょ
う
か
？

「
類
似
句
」「
類
想
句
」
と
い
う
の
は
、
表
現
や
内
容
が
似
て
い
る
こ
と
を
言
い
ま
す
。
今
回

は
大
変
難
し
い
質
問
な
の
で
わ
か
り
や
す
く
す
る
た
め
、
こ
こ
で
一
つ
の
事
例
を
紹
介
し
ま
す
。

俳
句
の
人
気
番
組
の
「
プ
レ
バ
ト
」（
Ｔ
Ｂ
Ｓ
）
で
出
演
し
て
い
た
あ
る
タ
レ
ン
ト
の
作
品
が
別
の
作

者
の
作
品
と
酷
似
し
て
い
て
盗
作
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
惑
が
持
た
れ
ま
し
た
。
そ
の
句
は
、
季
語
を

含
む
上
五
が
〈
梅
雨
明
け
〉
と
〈
梅
雨
寒
〉
の
違
い
だ
け
で
中
七
と
下
五
は
全
く
同
じ
で
し
た
。
作
者

は
、「
類
句
は
な
い
か
調
べ
た
が
全
く
気
づ
か
な
か
っ
た
」
と
謝
罪
を
し
ま
し
た
が
、
夏
井
い
つ
き
さ

ん
は
、「
十
七
音
し
か
な
い
の
で
、
類
想
・
類
句
は
山
の
よ
う
に
で
き
る
」「
俳
句
は
性
善
説
で
考
え

る
べ
き
だ
」
と
述
べ
た
。
年
間
に
ど
れ
だ
け
の
句
が
生
ま
れ
て
い
る
か
を
考
え
る
と
、
チ
ェ
ッ
ク
は
不

可
能
だ
と
言
う
こ
と
だ
。
俳
句
と
い
う
詩
型
に
お
い
て
、
類
想
・
類
似
・
類
型
の
句
が
生
ま
れ
る
こ
と

は
宿
命
的
な
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
と
さ
ら
に
騒
ぎ
た
て
ず
、
あ
く
ま
で
も
作
者
の
個
性
、
自
分

に
忠
実
な
句
を
作
り
続
け
る
こ
と
、
こ
れ
以
外
に
方
法
が
な
い
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
回
答
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
詳
し
く
は
ま
た
次
の
機
会
で
）

俳
句
な
ん
で
も 

Ｑ
＆
Ａ

Ｑ
⑯

Ａ
⑯

佳
作
　
十
二
席

佳
作
　
十
二
席

九
重
寿
大
学
︵
文
芸
部
︶
俳
句
ゼ
ミ

心
し
て
三
年
連
用
日
記
買
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
山
　
豊
子

◇
一
月
句
会
の
高
点
句

「
ゼ
ミ
生
募
集
中
」

　３月号の締め切りは２月25日です。少し早くなりますのでご注意下さい｡いつものように「雑詠（自由題）」です。お一人
２句は投句下さい｡（その中で一句を選ばせて戴きます。なお「季重なり」などは添削する場合がありますのでご了承下さい｡

新
年
合
同
句
会
高
点
句

新
年
合
同
句
会
高
点
句

じ
ょ
う
び
た
き

ほ
し
の
ば
く
き
ゅ
う
じ
ん

い
て
ぞ
ら

ろ
う
ば
い

る
い
じ
く　
　

 

る
い
そ
う
く

わ
い
た

か
す
じ
る

の
き 

つ
ら
ら

れ
ん
こ

は
つ
す
ず
り




